
た」が 31.6%（6/19）であった。現在の感情において
は病死、行方不明はすべての項目があったが、老衰では
「悲しい」、「寂しい」、「悔しい」の感情がなく、事故死
では「悲しい」という感情のみなかった（表 4）。

喪失からの経時的な感情の変化
　喪失から１年以下では「悔しい」のみ見られなかっ
た。２年以上５年以下では「会いたい」という感情が
47.4%（9/19）最も多く次いで「感謝」、「悔しい」が
26.3%（5/19）であった。6 年以上 10 年以下では、「感
謝している」が 55.6%（10/18）で、次いで「会いたい」
が 27.8%（5/18）であった。11 年以上では「会いたい」
が 50.0%（9/18）で、感謝が 44.4%（8/18）であった
（表 5）。

神栖市におけるペットロスの現状と課題

Current Status and Issues of Pet Loss in Kamisu City

増田　翔1）・小沼　守2）・内川　隆一2）
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　平成23年度の保健所への犬の収容数、殺処分数1位の茨城県神栖市は、放置便や放し飼いが多く、飼い主
のモラルが低い可能性が示唆されている。よって神栖市で飼い主の意識調査をすることによりペットロス
に地域性があるか調査した。材料は2016年と2017年に神栖市で開催された「かみすフェスタ2016・2017」
（神栖群）の来場者および対照群として本学の茨城県外出身者に対しアンケート調査を実施した。結果、対
照群に比べ神栖群は、飼育方法では室外飼育、死亡原因では行方不明が多く、入手方法においても拾ったも
のが多かった。さらに、神栖群は対照群に比べ、悲嘆反応に有意差が得られた。以上により神栖市の飼い主
には飼育の意識や関心の低さが関連していることが示唆されたため、ペットロスに地域性のある可能性が示
唆された。今後は、犬猫の収容数、殺処分数を減らすためにも、神栖市において動物の適正な取扱いに関し
て行政や教育機関から有益な施策の執行が望まれる

【緒言】
　人間が動物と共に暮らしてきた歴史は極めて長く、
人間の生活に利用する家畜として飼育するという対象
から、可愛がり、時に慰みに動物を飼育する対象に変わ
り、現在のペットとなっている1）。また、心臓血管系疾
患により入院した患者の一年後の死亡率がペット非飼育
者では28.2%で、ペット飼育者では5.7%と明らかにペッ
トの癒し効果が高いことが報告されている3）。社会福祉
従事者1000人以上の大規模な調査で「愛情を込めて育て
ているペットと飼い主との関係は家族だと思うか」とい
う質問に対し、「家族だ」または「どちらかといえば家
族だ」を合わせて65%が家族と認知していた2）。
　このようにペットには癒し効果があり、現在はペット
を家族の一員としてみる人も多い。しかし家族の一員と
して関係が深くなったため、ペットの喪失が親族や友人

を失ったのと同様の悲嘆を生じさせることがあり、この
悲嘆反応をペットロスといわれている4）。また、ペット
の喪失による悲嘆反応が蔓延化した場合に認められる心
身両面の障害はペットロス症候群ともいわれている5）。
ただし飼い主の飼育意識が低い場合はペットロスまたは
ペットロス症候群が少ない可能性がある。
　今回、平成23年度の犬の収容数、殺処分数1位9）で、
放置便や放し飼いが多く、飼い主のモラルが低い可能性
がある茨城県神栖市8）で飼い主の意識調査をすることに
より、ペットロスの地域性が明らかになると考えられた
ため調査を実施した。

【材料と方法】
対象
　2016年の10月15・16日と2017年の10月14・15日に茨
城県神栖市で行われた「かみすフェスタ2016・2017」
の動物愛護推進事業のイベントブース来場者のうち、
ペット喪失経験者を対象にアンケートを行い、2016年57
例、2017年66例で調査した（神栖群）。また、比較対象
として2017年12月に本学の茨城県出身者以外の生徒およ
び教員51人にアンケートを行い、その内、ペット喪失経
験者21例を調査した（対照群）。
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方法
　調査票は無記名による選択および自由記述式質問用紙
を用いた。いずれも年齢、性別、犬または猫の飼育経験
および喪失経験の有無、喪失の原因といった設問を、喪
失経験のある対象者に限り調査した。また、2016年には
神栖市での、入手場所、飼育場所を求めた。なお、喪失
原因の行方不明は、すべての経験者が1年以上経過して
いたため、行方不明期間を1年以上とした。
　また、喪失を受容する過程で複数の感情が現れ、喪
失後の感情としては後悔や罪悪感、否認、喪失感、無感
覚、安堵などが挙げられる6）。そこで2017年調査ではこ
れらを参考に、喪失直後は「悲しい」、「何も考えられ
ない」、「悔しい」、「心配である」とし、現在の感情で
は「感謝」、「会いたい」、「悲しい」、「寂しい」、
「悔しい」の項目を喪失後の項目とし、その数を用い対
象群と比較分析した。
　なお、2017年調査において2016年の対象者、および
回答数が多く解析が困難となった犬猫の複数喪失経験者
は対象から除外した。また、ペットの喪失による悲嘆
反応をペットロス、それが蔓延化した場合に認められる
心身両面の障害をペットロス症候群であるが5）、本調査
では心身両面に対する悲嘆反応を調査することが困難で
あったため、ペットの喪失の悲嘆反応を調査した。

解析
　2017年の神栖群65例と対照群21例のアンケート項目
内にある悲嘆反応数の有意差を確認するためにそれぞ
れ数値化した。解析には、BellCurve for Excel, version 
2.15（Social Survey Research Information Co., Ltd.）
を用いた。

【結果】
　2016年、2017年に行われた調査において、アンケー
　トの回答者数は2016年が67人、2017年が87人の計154
人であった。その内、犬猫の喪失経験者は2016年が57
人、2017年が66人を神栖群とした。その内、回答の内容
や無記入などにより解析が困難となった対象者は、2016
年は7例、2017年は1例であり、それらを除外した結果、
神栖群として2016年は50例、2017年は65例となった。
　神栖市群は、2016年は10-29歳が20.0%（10/50）で、
30-49歳が44%（22/50）、50歳以上が42%（21/50）
で、2017年は10-29歳が16.7%（11/65）で、30-49歳
が51.6%（34/65）、50歳以上が30.3%（20/65）、対
照群では10-29歳が95.2％（20/21）で、30-49歳が0%
（0/21）、50歳以上が4.8%（1/21）であった（表1）。
なお、神栖群は30歳以上が86%、対照群は29歳以下が
95.2%となった。また、性別としては、対照群では女性
57.1%（12/21）、男性42.9%（9/21）であったが、2016
年は女性72%（36/50）、男性28%（14/50）、2017年は
女性86.2%（56/65）、男性13.8%（9/65）であった（表
1）。以上により年齢および性差に関しては大きな偏り
があった。

2016年調査
飼育および入手の方法
　飼育場所では犬は室外飼育が56.4%（22/39）と多く、
猫は室内飼育が63.6%（7/11）と多かった。入手方法で
は購入の割合が犬は33.3%（13/39）に対し猫は18.2％と
低かった（表2）。

解析
　神栖群と対象群における悲嘆反応数は、神栖群は幅
0-5、平均1.4、中央値1、であり、対照群は幅1-5、平均
2、中央値3であった（表6）。また、これらの差異を、2
群の特徴である非正規分布で非等分散からnonparametric
検定のBrunner-Munzel検定で解析した。加えて小標本の
ため正規化検定だけでなく、補正した自由度を用いたt検
定も行った。
　結果、神栖市群と対照群における悲嘆反応数の差異は、
平均値および中央値いずれにおいても神栖郡が低い傾向
で、2 群の比較においては、正規化検定（P = 0.0248）
および補正した自由度を用いた t 検定（P = 0.0325）、
いずれにおいても有意差が得られた（P ＜ 0.05）。

【考察】
対象者
　ペットロスの意識調査において、対象者は女性が多い10）

が、本調査においても同様の結果となった。女性の対
象者が過半数となってしまい、性差を出すことができな
かった。さらに年齢にも偏りが出てしまったため、性差
および年齢差が言及できなかった。

神栖市での犬猫の飼育方法および入手方法
　飼育方法は、犬猫飼育率全国調査11）に比べ、犬の室内
飼育が73.3%であったが、本調査では屋外飼育が半数以
上を占めていた。喪失の原因に関しては事故、行方不明
が室外飼育だけでなく室内飼育においても見られた。こ
れは散歩時、一部の飼い主がリードを着用しない場合が
あるという報告8）に関係している可能性がある。よって
これらが放し飼いや放置便といった問題にもつながり、
内川らの報告8）同様、神栖市の飼い主の意識の低さにつ
ながっている可能性がある。
　また、入手方法では環境省が行った一般市民へのアン
ケート調査12）に比べ、犬は購入より拾った割合が高かっ
た12）。これら結果は、地域性が関与していると考えられ
るが、購入した場合に比べ、ペットへの低い依存度につ
ながる可能性もある。
　なお、猫については、飼育方法および入手方法では大
きな違いが見られなかった。

喪失原因による悲嘆反応
　喪失原因において病死や老衰と比べ行方不明は悲嘆反
応が強く現れる13）。行方不明になった場合も亡くなった
のと同等の悲嘆が起こり、多くの飼い主は実際に死体を
見たり葬儀をしたりすることで死を受け入れる機会がな
い為、はるかに苦しいといわれている13）。しかしながら
本調査では行方不明経験者と他の喪失原因者と比較して
も違いは見られなかった。これは行方不明になった時点
で死をすぐに受け入れている、つまり行方不明になった
場合は仕方がないという感情が背景にある可能性が示唆
される。
　また、2017年の調査において、神栖群と対照群におけ
る悲嘆反応数は、平均値および中央値いずれにおいても
神栖群が低い傾向で、しかも2群で有意差が得られたた
め、神栖市の飼育者の方がペット喪失による悲嘆反応が
低い可能性がある。

ペットロスに対する医師の介入
　ペットを喪失して2カ月後で56.7％、4カ月後で40.7％
が医師による介入の必要性が示唆されている10）。茨城県
は日本全国において精神科の入院受療率と外来受療率が
最も低く、精神科医師数、病院数、診療所数も最低数第
2位である7）。そのため全精神患者数が少ないという地
域性や、潜在的なペットロス症候群患者数が反映されて
いない可能性もあるが、ペットロス症候群となった飼い
主が少ない可能性もある。

【まとめ】
　今回の調査で、全国調査に比べ、飼育方法では室外飼
育、死亡原因では行方不明が多く、入手方法においても
拾ったものが多かった。さらに、神栖群は対照群に比
べ、悲嘆反応に有意差が得られた。また、全国では犬猫
の収容数、殺処分数ともに減少しているが、神栖市は現
在も全国に比べこれらが多い。これら結果は、神栖市の
飼い主には飼育の意識や関心の低さが関連していること
が示唆される。
　今後は、犬猫の収容数、殺処分数を減らすためにも、
神栖市において動物の適正な取扱いその他動物の健康及
び安全の保持など、生命尊重、友愛及び平和の情操の涵
養に資するとともに、人と動物の共生する社会の実現を
図るため、行政や教育機関から有益な施策の執行が望ま
れる。さらに本学においては神栖市や同様の課題を持つ
市町村に対し、本学科の特徴を生かした動物愛護精神を
持ち合わせた卒業生を多く輩出する責任があると考えら
れた。

飼育方法と喪失原因
　病死では屋外飼育が62.5%（15/24）と最も多く、次
いで両方が20.8%（5/24）であった。老衰は室内飼育が
58.8%（10/17）で最も多く、次いで屋外飼育が29.4%
（5/17）であった。行方不明、事故はいずれでもあった
（表3）。

2017年調査
喪失原因別の喪失感情
　喪失原因別の喪失感情は、喪失直後において「悲し
い」の感情が病死 96.7%（29/30）、老衰 85.7%（6/7）、
事故死 88.9%（8/9）、行方不明 63.2%（12/19）であっ
た。老衰、事故死では「悔しい」という感情がなく、行
方不明において、直後は「悲しい」に次いで「心配し
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た」が 31.6%（6/19）であった。現在の感情において
は病死、行方不明はすべての項目があったが、老衰では
「悲しい」、「寂しい」、「悔しい」の感情がなく、事故死
では「悲しい」という感情のみなかった（表 4）。

喪失からの経時的な感情の変化
　喪失から１年以下では「悔しい」のみ見られなかっ
た。２年以上５年以下では「会いたい」という感情が
47.4%（9/19）最も多く次いで「感謝」、「悔しい」が
26.3%（5/19）であった。6 年以上 10 年以下では、「感
謝している」が 55.6%（10/18）で、次いで「会いたい」
が 27.8%（5/18）であった。11 年以上では「会いたい」
が 50.0%（9/18）で、感謝が 44.4%（8/18）であった
（表 5）。

【緒言】
　人間が動物と共に暮らしてきた歴史は極めて長く、
人間の生活に利用する家畜として飼育するという対象
から、可愛がり、時に慰みに動物を飼育する対象に変わ
り、現在のペットとなっている1）。また、心臓血管系疾
患により入院した患者の一年後の死亡率がペット非飼育
者では28.2%で、ペット飼育者では5.7%と明らかにペッ
トの癒し効果が高いことが報告されている3）。社会福祉
従事者1000人以上の大規模な調査で「愛情を込めて育て
ているペットと飼い主との関係は家族だと思うか」とい
う質問に対し、「家族だ」または「どちらかといえば家
族だ」を合わせて65%が家族と認知していた2）。
　このようにペットには癒し効果があり、現在はペット
を家族の一員としてみる人も多い。しかし家族の一員と
して関係が深くなったため、ペットの喪失が親族や友人

を失ったのと同様の悲嘆を生じさせることがあり、この
悲嘆反応をペットロスといわれている4）。また、ペット
の喪失による悲嘆反応が蔓延化した場合に認められる心
身両面の障害はペットロス症候群ともいわれている5）。
ただし飼い主の飼育意識が低い場合はペットロスまたは
ペットロス症候群が少ない可能性がある。
　今回、平成23年度の犬の収容数、殺処分数1位9）で、
放置便や放し飼いが多く、飼い主のモラルが低い可能性
がある茨城県神栖市8）で飼い主の意識調査をすることに
より、ペットロスの地域性が明らかになると考えられた
ため調査を実施した。

【材料と方法】
対象
　2016年の10月15・16日と2017年の10月14・15日に茨
城県神栖市で行われた「かみすフェスタ2016・2017」
の動物愛護推進事業のイベントブース来場者のうち、
ペット喪失経験者を対象にアンケートを行い、2016年57
例、2017年66例で調査した（神栖群）。また、比較対象
として2017年12月に本学の茨城県出身者以外の生徒およ
び教員51人にアンケートを行い、その内、ペット喪失経
験者21例を調査した（対照群）。

方法
　調査票は無記名による選択および自由記述式質問用紙
を用いた。いずれも年齢、性別、犬または猫の飼育経験
および喪失経験の有無、喪失の原因といった設問を、喪
失経験のある対象者に限り調査した。また、2016年には
神栖市での、入手場所、飼育場所を求めた。なお、喪失
原因の行方不明は、すべての経験者が1年以上経過して
いたため、行方不明期間を1年以上とした。
　また、喪失を受容する過程で複数の感情が現れ、喪
失後の感情としては後悔や罪悪感、否認、喪失感、無感
覚、安堵などが挙げられる6）。そこで2017年調査ではこ
れらを参考に、喪失直後は「悲しい」、「何も考えられ
ない」、「悔しい」、「心配である」とし、現在の感情で
は「感謝」、「会いたい」、「悲しい」、「寂しい」、
「悔しい」の項目を喪失後の項目とし、その数を用い対
象群と比較分析した。
　なお、2017年調査において2016年の対象者、および
回答数が多く解析が困難となった犬猫の複数喪失経験者
は対象から除外した。また、ペットの喪失による悲嘆
反応をペットロス、それが蔓延化した場合に認められる
心身両面の障害をペットロス症候群であるが5）、本調査
では心身両面に対する悲嘆反応を調査することが困難で
あったため、ペットの喪失の悲嘆反応を調査した。

解析
　2017年の神栖群65例と対照群21例のアンケート項目
内にある悲嘆反応数の有意差を確認するためにそれぞ
れ数値化した。解析には、BellCurve for Excel, version 
2.15（Social Survey Research Information Co., Ltd.）
を用いた。

【結果】
　2016年、2017年に行われた調査において、アンケー
　トの回答者数は2016年が67人、2017年が87人の計154
人であった。その内、犬猫の喪失経験者は2016年が57
人、2017年が66人を神栖群とした。その内、回答の内容
や無記入などにより解析が困難となった対象者は、2016
年は7例、2017年は1例であり、それらを除外した結果、
神栖群として2016年は50例、2017年は65例となった。
　神栖市群は、2016年は10-29歳が20.0%（10/50）で、
30-49歳が44%（22/50）、50歳以上が42%（21/50）
で、2017年は10-29歳が16.7%（11/65）で、30-49歳
が51.6%（34/65）、50歳以上が30.3%（20/65）、対
照群では10-29歳が95.2％（20/21）で、30-49歳が0%
（0/21）、50歳以上が4.8%（1/21）であった（表1）。
なお、神栖群は30歳以上が86%、対照群は29歳以下が
95.2%となった。また、性別としては、対照群では女性
57.1%（12/21）、男性42.9%（9/21）であったが、2016
年は女性72%（36/50）、男性28%（14/50）、2017年は
女性86.2%（56/65）、男性13.8%（9/65）であった（表
1）。以上により年齢および性差に関しては大きな偏り
があった。

2016年調査
飼育および入手の方法
　飼育場所では犬は室外飼育が56.4%（22/39）と多く、
猫は室内飼育が63.6%（7/11）と多かった。入手方法で
は購入の割合が犬は33.3%（13/39）に対し猫は18.2％と
低かった（表2）。

解析
　神栖群と対象群における悲嘆反応数は、神栖群は幅
0-5、平均1.4、中央値1、であり、対照群は幅1-5、平均
2、中央値3であった（表6）。また、これらの差異を、2
群の特徴である非正規分布で非等分散からnonparametric
検定のBrunner-Munzel検定で解析した。加えて小標本の
ため正規化検定だけでなく、補正した自由度を用いたt検
定も行った。
　結果、神栖市群と対照群における悲嘆反応数の差異は、
平均値および中央値いずれにおいても神栖郡が低い傾向
で、2 群の比較においては、正規化検定（P = 0.0248）
および補正した自由度を用いた t 検定（P = 0.0325）、
いずれにおいても有意差が得られた（P ＜ 0.05）。

【考察】
対象者
　ペットロスの意識調査において、対象者は女性が多い10）

が、本調査においても同様の結果となった。女性の対
象者が過半数となってしまい、性差を出すことができな
かった。さらに年齢にも偏りが出てしまったため、性差
および年齢差が言及できなかった。

神栖市での犬猫の飼育方法および入手方法
　飼育方法は、犬猫飼育率全国調査11）に比べ、犬の室内
飼育が73.3%であったが、本調査では屋外飼育が半数以
上を占めていた。喪失の原因に関しては事故、行方不明
が室外飼育だけでなく室内飼育においても見られた。こ
れは散歩時、一部の飼い主がリードを着用しない場合が
あるという報告8）に関係している可能性がある。よって
これらが放し飼いや放置便といった問題にもつながり、
内川らの報告8）同様、神栖市の飼い主の意識の低さにつ
ながっている可能性がある。
　また、入手方法では環境省が行った一般市民へのアン
ケート調査12）に比べ、犬は購入より拾った割合が高かっ
た12）。これら結果は、地域性が関与していると考えられ
るが、購入した場合に比べ、ペットへの低い依存度につ
ながる可能性もある。
　なお、猫については、飼育方法および入手方法では大
きな違いが見られなかった。

喪失原因による悲嘆反応
　喪失原因において病死や老衰と比べ行方不明は悲嘆反
応が強く現れる13）。行方不明になった場合も亡くなった
のと同等の悲嘆が起こり、多くの飼い主は実際に死体を
見たり葬儀をしたりすることで死を受け入れる機会がな
い為、はるかに苦しいといわれている13）。しかしながら
本調査では行方不明経験者と他の喪失原因者と比較して
も違いは見られなかった。これは行方不明になった時点
で死をすぐに受け入れている、つまり行方不明になった
場合は仕方がないという感情が背景にある可能性が示唆
される。
　また、2017年の調査において、神栖群と対照群におけ
る悲嘆反応数は、平均値および中央値いずれにおいても
神栖群が低い傾向で、しかも2群で有意差が得られたた
め、神栖市の飼育者の方がペット喪失による悲嘆反応が
低い可能性がある。

ペットロスに対する医師の介入
　ペットを喪失して2カ月後で56.7％、4カ月後で40.7％
が医師による介入の必要性が示唆されている10）。茨城県
は日本全国において精神科の入院受療率と外来受療率が
最も低く、精神科医師数、病院数、診療所数も最低数第
2位である7）。そのため全精神患者数が少ないという地
域性や、潜在的なペットロス症候群患者数が反映されて
いない可能性もあるが、ペットロス症候群となった飼い
主が少ない可能性もある。

【まとめ】
　今回の調査で、全国調査に比べ、飼育方法では室外飼
育、死亡原因では行方不明が多く、入手方法においても
拾ったものが多かった。さらに、神栖群は対照群に比
べ、悲嘆反応に有意差が得られた。また、全国では犬猫
の収容数、殺処分数ともに減少しているが、神栖市は現
在も全国に比べこれらが多い。これら結果は、神栖市の
飼い主には飼育の意識や関心の低さが関連していること
が示唆される。
　今後は、犬猫の収容数、殺処分数を減らすためにも、
神栖市において動物の適正な取扱いその他動物の健康及
び安全の保持など、生命尊重、友愛及び平和の情操の涵
養に資するとともに、人と動物の共生する社会の実現を
図るため、行政や教育機関から有益な施策の執行が望ま
れる。さらに本学においては神栖市や同様の課題を持つ
市町村に対し、本学科の特徴を生かした動物愛護精神を
持ち合わせた卒業生を多く輩出する責任があると考えら
れた。

飼育方法と喪失原因
　病死では屋外飼育が62.5%（15/24）と最も多く、次
いで両方が20.8%（5/24）であった。老衰は室内飼育が
58.8%（10/17）で最も多く、次いで屋外飼育が29.4%
（5/17）であった。行方不明、事故はいずれでもあった
（表3）。

2017年調査
喪失原因別の喪失感情
　喪失原因別の喪失感情は、喪失直後において「悲し
い」の感情が病死 96.7%（29/30）、老衰 85.7%（6/7）、
事故死 88.9%（8/9）、行方不明 63.2%（12/19）であっ
た。老衰、事故死では「悔しい」という感情がなく、行
方不明において、直後は「悲しい」に次いで「心配し

表1．神栖群、対照群における年齢および性差

表2．飼育および入手方法

― 56 ―

増田翔・小沼守・内川隆一



た」が 31.6%（6/19）であった。現在の感情において
は病死、行方不明はすべての項目があったが、老衰では
「悲しい」、「寂しい」、「悔しい」の感情がなく、事故死
では「悲しい」という感情のみなかった（表 4）。

喪失からの経時的な感情の変化
　喪失から１年以下では「悔しい」のみ見られなかっ
た。２年以上５年以下では「会いたい」という感情が
47.4%（9/19）最も多く次いで「感謝」、「悔しい」が
26.3%（5/19）であった。6 年以上 10 年以下では、「感
謝している」が 55.6%（10/18）で、次いで「会いたい」
が 27.8%（5/18）であった。11 年以上では「会いたい」
が 50.0%（9/18）で、感謝が 44.4%（8/18）であった
（表 5）。

【緒言】
　人間が動物と共に暮らしてきた歴史は極めて長く、
人間の生活に利用する家畜として飼育するという対象
から、可愛がり、時に慰みに動物を飼育する対象に変わ
り、現在のペットとなっている1）。また、心臓血管系疾
患により入院した患者の一年後の死亡率がペット非飼育
者では28.2%で、ペット飼育者では5.7%と明らかにペッ
トの癒し効果が高いことが報告されている3）。社会福祉
従事者1000人以上の大規模な調査で「愛情を込めて育て
ているペットと飼い主との関係は家族だと思うか」とい
う質問に対し、「家族だ」または「どちらかといえば家
族だ」を合わせて65%が家族と認知していた2）。
　このようにペットには癒し効果があり、現在はペット
を家族の一員としてみる人も多い。しかし家族の一員と
して関係が深くなったため、ペットの喪失が親族や友人

を失ったのと同様の悲嘆を生じさせることがあり、この
悲嘆反応をペットロスといわれている4）。また、ペット
の喪失による悲嘆反応が蔓延化した場合に認められる心
身両面の障害はペットロス症候群ともいわれている5）。
ただし飼い主の飼育意識が低い場合はペットロスまたは
ペットロス症候群が少ない可能性がある。
　今回、平成23年度の犬の収容数、殺処分数1位9）で、
放置便や放し飼いが多く、飼い主のモラルが低い可能性
がある茨城県神栖市8）で飼い主の意識調査をすることに
より、ペットロスの地域性が明らかになると考えられた
ため調査を実施した。

【材料と方法】
対象
　2016年の10月15・16日と2017年の10月14・15日に茨
城県神栖市で行われた「かみすフェスタ2016・2017」
の動物愛護推進事業のイベントブース来場者のうち、
ペット喪失経験者を対象にアンケートを行い、2016年57
例、2017年66例で調査した（神栖群）。また、比較対象
として2017年12月に本学の茨城県出身者以外の生徒およ
び教員51人にアンケートを行い、その内、ペット喪失経
験者21例を調査した（対照群）。

方法
　調査票は無記名による選択および自由記述式質問用紙
を用いた。いずれも年齢、性別、犬または猫の飼育経験
および喪失経験の有無、喪失の原因といった設問を、喪
失経験のある対象者に限り調査した。また、2016年には
神栖市での、入手場所、飼育場所を求めた。なお、喪失
原因の行方不明は、すべての経験者が1年以上経過して
いたため、行方不明期間を1年以上とした。
　また、喪失を受容する過程で複数の感情が現れ、喪
失後の感情としては後悔や罪悪感、否認、喪失感、無感
覚、安堵などが挙げられる6）。そこで2017年調査ではこ
れらを参考に、喪失直後は「悲しい」、「何も考えられ
ない」、「悔しい」、「心配である」とし、現在の感情で
は「感謝」、「会いたい」、「悲しい」、「寂しい」、
「悔しい」の項目を喪失後の項目とし、その数を用い対
象群と比較分析した。
　なお、2017年調査において2016年の対象者、および
回答数が多く解析が困難となった犬猫の複数喪失経験者
は対象から除外した。また、ペットの喪失による悲嘆
反応をペットロス、それが蔓延化した場合に認められる
心身両面の障害をペットロス症候群であるが5）、本調査
では心身両面に対する悲嘆反応を調査することが困難で
あったため、ペットの喪失の悲嘆反応を調査した。

解析
　2017年の神栖群65例と対照群21例のアンケート項目
内にある悲嘆反応数の有意差を確認するためにそれぞ
れ数値化した。解析には、BellCurve for Excel, version 
2.15（Social Survey Research Information Co., Ltd.）
を用いた。

【結果】
　2016年、2017年に行われた調査において、アンケー
　トの回答者数は2016年が67人、2017年が87人の計154
人であった。その内、犬猫の喪失経験者は2016年が57
人、2017年が66人を神栖群とした。その内、回答の内容
や無記入などにより解析が困難となった対象者は、2016
年は7例、2017年は1例であり、それらを除外した結果、
神栖群として2016年は50例、2017年は65例となった。
　神栖市群は、2016年は10-29歳が20.0%（10/50）で、
30-49歳が44%（22/50）、50歳以上が42%（21/50）
で、2017年は10-29歳が16.7%（11/65）で、30-49歳
が51.6%（34/65）、50歳以上が30.3%（20/65）、対
照群では10-29歳が95.2％（20/21）で、30-49歳が0%
（0/21）、50歳以上が4.8%（1/21）であった（表1）。
なお、神栖群は30歳以上が86%、対照群は29歳以下が
95.2%となった。また、性別としては、対照群では女性
57.1%（12/21）、男性42.9%（9/21）であったが、2016
年は女性72%（36/50）、男性28%（14/50）、2017年は
女性86.2%（56/65）、男性13.8%（9/65）であった（表
1）。以上により年齢および性差に関しては大きな偏り
があった。

2016年調査
飼育および入手の方法
　飼育場所では犬は室外飼育が56.4%（22/39）と多く、
猫は室内飼育が63.6%（7/11）と多かった。入手方法で
は購入の割合が犬は33.3%（13/39）に対し猫は18.2％と
低かった（表2）。

解析
　神栖群と対象群における悲嘆反応数は、神栖群は幅
0-5、平均1.4、中央値1、であり、対照群は幅1-5、平均
2、中央値3であった（表6）。また、これらの差異を、2
群の特徴である非正規分布で非等分散からnonparametric
検定のBrunner-Munzel検定で解析した。加えて小標本の
ため正規化検定だけでなく、補正した自由度を用いたt検
定も行った。
　結果、神栖市群と対照群における悲嘆反応数の差異は、
平均値および中央値いずれにおいても神栖郡が低い傾向
で、2 群の比較においては、正規化検定（P = 0.0248）
および補正した自由度を用いた t 検定（P = 0.0325）、
いずれにおいても有意差が得られた（P ＜ 0.05）。

【考察】
対象者
　ペットロスの意識調査において、対象者は女性が多い10）

が、本調査においても同様の結果となった。女性の対
象者が過半数となってしまい、性差を出すことができな
かった。さらに年齢にも偏りが出てしまったため、性差
および年齢差が言及できなかった。

神栖市での犬猫の飼育方法および入手方法
　飼育方法は、犬猫飼育率全国調査11）に比べ、犬の室内
飼育が73.3%であったが、本調査では屋外飼育が半数以
上を占めていた。喪失の原因に関しては事故、行方不明
が室外飼育だけでなく室内飼育においても見られた。こ
れは散歩時、一部の飼い主がリードを着用しない場合が
あるという報告8）に関係している可能性がある。よって
これらが放し飼いや放置便といった問題にもつながり、
内川らの報告8）同様、神栖市の飼い主の意識の低さにつ
ながっている可能性がある。
　また、入手方法では環境省が行った一般市民へのアン
ケート調査12）に比べ、犬は購入より拾った割合が高かっ
た12）。これら結果は、地域性が関与していると考えられ
るが、購入した場合に比べ、ペットへの低い依存度につ
ながる可能性もある。
　なお、猫については、飼育方法および入手方法では大
きな違いが見られなかった。

喪失原因による悲嘆反応
　喪失原因において病死や老衰と比べ行方不明は悲嘆反
応が強く現れる13）。行方不明になった場合も亡くなった
のと同等の悲嘆が起こり、多くの飼い主は実際に死体を
見たり葬儀をしたりすることで死を受け入れる機会がな
い為、はるかに苦しいといわれている13）。しかしながら
本調査では行方不明経験者と他の喪失原因者と比較して
も違いは見られなかった。これは行方不明になった時点
で死をすぐに受け入れている、つまり行方不明になった
場合は仕方がないという感情が背景にある可能性が示唆
される。
　また、2017年の調査において、神栖群と対照群におけ
る悲嘆反応数は、平均値および中央値いずれにおいても
神栖群が低い傾向で、しかも2群で有意差が得られたた
め、神栖市の飼育者の方がペット喪失による悲嘆反応が
低い可能性がある。

ペットロスに対する医師の介入
　ペットを喪失して2カ月後で56.7％、4カ月後で40.7％
が医師による介入の必要性が示唆されている10）。茨城県
は日本全国において精神科の入院受療率と外来受療率が
最も低く、精神科医師数、病院数、診療所数も最低数第
2位である7）。そのため全精神患者数が少ないという地
域性や、潜在的なペットロス症候群患者数が反映されて
いない可能性もあるが、ペットロス症候群となった飼い
主が少ない可能性もある。

【まとめ】
　今回の調査で、全国調査に比べ、飼育方法では室外飼
育、死亡原因では行方不明が多く、入手方法においても
拾ったものが多かった。さらに、神栖群は対照群に比
べ、悲嘆反応に有意差が得られた。また、全国では犬猫
の収容数、殺処分数ともに減少しているが、神栖市は現
在も全国に比べこれらが多い。これら結果は、神栖市の
飼い主には飼育の意識や関心の低さが関連していること
が示唆される。
　今後は、犬猫の収容数、殺処分数を減らすためにも、
神栖市において動物の適正な取扱いその他動物の健康及
び安全の保持など、生命尊重、友愛及び平和の情操の涵
養に資するとともに、人と動物の共生する社会の実現を
図るため、行政や教育機関から有益な施策の執行が望ま
れる。さらに本学においては神栖市や同様の課題を持つ
市町村に対し、本学科の特徴を生かした動物愛護精神を
持ち合わせた卒業生を多く輩出する責任があると考えら
れた。

飼育方法と喪失原因
　病死では屋外飼育が62.5%（15/24）と最も多く、次
いで両方が20.8%（5/24）であった。老衰は室内飼育が
58.8%（10/17）で最も多く、次いで屋外飼育が29.4%
（5/17）であった。行方不明、事故はいずれでもあった
（表3）。

2017年調査
喪失原因別の喪失感情
　喪失原因別の喪失感情は、喪失直後において「悲し
い」の感情が病死 96.7%（29/30）、老衰 85.7%（6/7）、
事故死 88.9%（8/9）、行方不明 63.2%（12/19）であっ
た。老衰、事故死では「悔しい」という感情がなく、行
方不明において、直後は「悲しい」に次いで「心配し

表3．飼育方法と喪失原因

表4．喪失原因別の喪失感情

表5．喪失後の年数と喪失原因および現在の感情

＊対照群の「喪失直後の感情」および「現在の感情」における「その他」1例は除く

＊対照群における「喪失の原因」および「現在の感情」における「その他」2例は除く
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た」が 31.6%（6/19）であった。現在の感情において
は病死、行方不明はすべての項目があったが、老衰では
「悲しい」、「寂しい」、「悔しい」の感情がなく、事故死
では「悲しい」という感情のみなかった（表 4）。

喪失からの経時的な感情の変化
　喪失から１年以下では「悔しい」のみ見られなかっ
た。２年以上５年以下では「会いたい」という感情が
47.4%（9/19）最も多く次いで「感謝」、「悔しい」が
26.3%（5/19）であった。6 年以上 10 年以下では、「感
謝している」が 55.6%（10/18）で、次いで「会いたい」
が 27.8%（5/18）であった。11 年以上では「会いたい」
が 50.0%（9/18）で、感謝が 44.4%（8/18）であった
（表 5）。

【緒言】
　人間が動物と共に暮らしてきた歴史は極めて長く、
人間の生活に利用する家畜として飼育するという対象
から、可愛がり、時に慰みに動物を飼育する対象に変わ
り、現在のペットとなっている1）。また、心臓血管系疾
患により入院した患者の一年後の死亡率がペット非飼育
者では28.2%で、ペット飼育者では5.7%と明らかにペッ
トの癒し効果が高いことが報告されている3）。社会福祉
従事者1000人以上の大規模な調査で「愛情を込めて育て
ているペットと飼い主との関係は家族だと思うか」とい
う質問に対し、「家族だ」または「どちらかといえば家
族だ」を合わせて65%が家族と認知していた2）。
　このようにペットには癒し効果があり、現在はペット
を家族の一員としてみる人も多い。しかし家族の一員と
して関係が深くなったため、ペットの喪失が親族や友人

を失ったのと同様の悲嘆を生じさせることがあり、この
悲嘆反応をペットロスといわれている4）。また、ペット
の喪失による悲嘆反応が蔓延化した場合に認められる心
身両面の障害はペットロス症候群ともいわれている5）。
ただし飼い主の飼育意識が低い場合はペットロスまたは
ペットロス症候群が少ない可能性がある。
　今回、平成23年度の犬の収容数、殺処分数1位9）で、
放置便や放し飼いが多く、飼い主のモラルが低い可能性
がある茨城県神栖市8）で飼い主の意識調査をすることに
より、ペットロスの地域性が明らかになると考えられた
ため調査を実施した。

【材料と方法】
対象
　2016年の10月15・16日と2017年の10月14・15日に茨
城県神栖市で行われた「かみすフェスタ2016・2017」
の動物愛護推進事業のイベントブース来場者のうち、
ペット喪失経験者を対象にアンケートを行い、2016年57
例、2017年66例で調査した（神栖群）。また、比較対象
として2017年12月に本学の茨城県出身者以外の生徒およ
び教員51人にアンケートを行い、その内、ペット喪失経
験者21例を調査した（対照群）。

方法
　調査票は無記名による選択および自由記述式質問用紙
を用いた。いずれも年齢、性別、犬または猫の飼育経験
および喪失経験の有無、喪失の原因といった設問を、喪
失経験のある対象者に限り調査した。また、2016年には
神栖市での、入手場所、飼育場所を求めた。なお、喪失
原因の行方不明は、すべての経験者が1年以上経過して
いたため、行方不明期間を1年以上とした。
　また、喪失を受容する過程で複数の感情が現れ、喪
失後の感情としては後悔や罪悪感、否認、喪失感、無感
覚、安堵などが挙げられる6）。そこで2017年調査ではこ
れらを参考に、喪失直後は「悲しい」、「何も考えられ
ない」、「悔しい」、「心配である」とし、現在の感情で
は「感謝」、「会いたい」、「悲しい」、「寂しい」、
「悔しい」の項目を喪失後の項目とし、その数を用い対
象群と比較分析した。
　なお、2017年調査において2016年の対象者、および
回答数が多く解析が困難となった犬猫の複数喪失経験者
は対象から除外した。また、ペットの喪失による悲嘆
反応をペットロス、それが蔓延化した場合に認められる
心身両面の障害をペットロス症候群であるが5）、本調査
では心身両面に対する悲嘆反応を調査することが困難で
あったため、ペットの喪失の悲嘆反応を調査した。

解析
　2017年の神栖群65例と対照群21例のアンケート項目
内にある悲嘆反応数の有意差を確認するためにそれぞ
れ数値化した。解析には、BellCurve for Excel, version 
2.15（Social Survey Research Information Co., Ltd.）
を用いた。

【結果】
　2016年、2017年に行われた調査において、アンケー
　トの回答者数は2016年が67人、2017年が87人の計154
人であった。その内、犬猫の喪失経験者は2016年が57
人、2017年が66人を神栖群とした。その内、回答の内容
や無記入などにより解析が困難となった対象者は、2016
年は7例、2017年は1例であり、それらを除外した結果、
神栖群として2016年は50例、2017年は65例となった。
　神栖市群は、2016年は10-29歳が20.0%（10/50）で、
30-49歳が44%（22/50）、50歳以上が42%（21/50）
で、2017年は10-29歳が16.7%（11/65）で、30-49歳
が51.6%（34/65）、50歳以上が30.3%（20/65）、対
照群では10-29歳が95.2％（20/21）で、30-49歳が0%
（0/21）、50歳以上が4.8%（1/21）であった（表1）。
なお、神栖群は30歳以上が86%、対照群は29歳以下が
95.2%となった。また、性別としては、対照群では女性
57.1%（12/21）、男性42.9%（9/21）であったが、2016
年は女性72%（36/50）、男性28%（14/50）、2017年は
女性86.2%（56/65）、男性13.8%（9/65）であった（表
1）。以上により年齢および性差に関しては大きな偏り
があった。

2016年調査
飼育および入手の方法
　飼育場所では犬は室外飼育が56.4%（22/39）と多く、
猫は室内飼育が63.6%（7/11）と多かった。入手方法で
は購入の割合が犬は33.3%（13/39）に対し猫は18.2％と
低かった（表2）。

解析
　神栖群と対象群における悲嘆反応数は、神栖群は幅
0-5、平均1.4、中央値1、であり、対照群は幅1-5、平均
2、中央値3であった（表6）。また、これらの差異を、2
群の特徴である非正規分布で非等分散からnonparametric
検定のBrunner-Munzel検定で解析した。加えて小標本の
ため正規化検定だけでなく、補正した自由度を用いたt検
定も行った。
　結果、神栖市群と対照群における悲嘆反応数の差異は、
平均値および中央値いずれにおいても神栖郡が低い傾向
で、2 群の比較においては、正規化検定（P = 0.0248）
および補正した自由度を用いた t 検定（P = 0.0325）、
いずれにおいても有意差が得られた（P ＜ 0.05）。

【考察】
対象者
　ペットロスの意識調査において、対象者は女性が多い10）

が、本調査においても同様の結果となった。女性の対
象者が過半数となってしまい、性差を出すことができな
かった。さらに年齢にも偏りが出てしまったため、性差
および年齢差が言及できなかった。

神栖市での犬猫の飼育方法および入手方法
　飼育方法は、犬猫飼育率全国調査11）に比べ、犬の室内
飼育が73.3%であったが、本調査では屋外飼育が半数以
上を占めていた。喪失の原因に関しては事故、行方不明
が室外飼育だけでなく室内飼育においても見られた。こ
れは散歩時、一部の飼い主がリードを着用しない場合が
あるという報告8）に関係している可能性がある。よって
これらが放し飼いや放置便といった問題にもつながり、
内川らの報告8）同様、神栖市の飼い主の意識の低さにつ
ながっている可能性がある。
　また、入手方法では環境省が行った一般市民へのアン
ケート調査12）に比べ、犬は購入より拾った割合が高かっ
た12）。これら結果は、地域性が関与していると考えられ
るが、購入した場合に比べ、ペットへの低い依存度につ
ながる可能性もある。
　なお、猫については、飼育方法および入手方法では大
きな違いが見られなかった。

喪失原因による悲嘆反応
　喪失原因において病死や老衰と比べ行方不明は悲嘆反
応が強く現れる13）。行方不明になった場合も亡くなった
のと同等の悲嘆が起こり、多くの飼い主は実際に死体を
見たり葬儀をしたりすることで死を受け入れる機会がな
い為、はるかに苦しいといわれている13）。しかしながら
本調査では行方不明経験者と他の喪失原因者と比較して
も違いは見られなかった。これは行方不明になった時点
で死をすぐに受け入れている、つまり行方不明になった
場合は仕方がないという感情が背景にある可能性が示唆
される。
　また、2017年の調査において、神栖群と対照群におけ
る悲嘆反応数は、平均値および中央値いずれにおいても
神栖群が低い傾向で、しかも2群で有意差が得られたた
め、神栖市の飼育者の方がペット喪失による悲嘆反応が
低い可能性がある。

ペットロスに対する医師の介入
　ペットを喪失して2カ月後で56.7％、4カ月後で40.7％
が医師による介入の必要性が示唆されている10）。茨城県
は日本全国において精神科の入院受療率と外来受療率が
最も低く、精神科医師数、病院数、診療所数も最低数第
2位である7）。そのため全精神患者数が少ないという地
域性や、潜在的なペットロス症候群患者数が反映されて
いない可能性もあるが、ペットロス症候群となった飼い
主が少ない可能性もある。

【まとめ】
　今回の調査で、全国調査に比べ、飼育方法では室外飼
育、死亡原因では行方不明が多く、入手方法においても
拾ったものが多かった。さらに、神栖群は対照群に比
べ、悲嘆反応に有意差が得られた。また、全国では犬猫
の収容数、殺処分数ともに減少しているが、神栖市は現
在も全国に比べこれらが多い。これら結果は、神栖市の
飼い主には飼育の意識や関心の低さが関連していること
が示唆される。
　今後は、犬猫の収容数、殺処分数を減らすためにも、
神栖市において動物の適正な取扱いその他動物の健康及
び安全の保持など、生命尊重、友愛及び平和の情操の涵
養に資するとともに、人と動物の共生する社会の実現を
図るため、行政や教育機関から有益な施策の執行が望ま
れる。さらに本学においては神栖市や同様の課題を持つ
市町村に対し、本学科の特徴を生かした動物愛護精神を
持ち合わせた卒業生を多く輩出する責任があると考えら
れた。

飼育方法と喪失原因
　病死では屋外飼育が62.5%（15/24）と最も多く、次
いで両方が20.8%（5/24）であった。老衰は室内飼育が
58.8%（10/17）で最も多く、次いで屋外飼育が29.4%
（5/17）であった。行方不明、事故はいずれでもあった
（表3）。

2017年調査
喪失原因別の喪失感情
　喪失原因別の喪失感情は、喪失直後において「悲し
い」の感情が病死 96.7%（29/30）、老衰 85.7%（6/7）、
事故死 88.9%（8/9）、行方不明 63.2%（12/19）であっ
た。老衰、事故死では「悔しい」という感情がなく、行
方不明において、直後は「悲しい」に次いで「心配し

表6．神栖群と対照群における悲嘆反応数

＊2群で有意差あり（P ＜ 0.05）
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